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国土交通省中部地方整備局

愛知県建設局

岐阜県県土整備部

三重県県土整備部

静岡県交通基盤部

長野県建設部

名古屋市緑政土木局

静岡市建設局

浜松市土木部

中日本高速道路株式会社 名古屋支社

名古屋高速道路公社

独立行政法人
水資源機構 中部支社

地方共同法人
日本下水道事業団 東海総合事務所

独立行政法人
都市再生機構 中部支社

一般社団法人
中部地域づくり協会

一般社団法人 中部経済連合会／株式会社中日新聞社／公益社団法人 土木学会中部支部／一般社団法人 日本建設業連合会 中部支部

一般社団法人 建設コンサルタンツ協会 中部支部／一般社団法人 長野県建設業協会／一般社団法人 岐阜県建設業協会

一般社団法人 静岡県建設業協会／一般社団法人 愛知県建設業協会／一般社団法人 三重県建設業協会

後援：

中部の未来創造大賞推進協議会

委 員 長
三重大学名誉教授

渡 邉  悌 爾 　わたなべ　ていじ

　中部地域の団体が、地域の持続的維持発展のために、全
体して活動しておられることを喜びたい。
　特に、過疎化していく見込みの中で、将来的な担い手を
生み育てるため、小中学生の指導育成に成果を上げ、他地
域に横展開、波及されるよう、持続的に発展されているこ
とを評価したい。

委 員
中日新聞社事業局次長

上 野  充 浩 　うえの　みつひろ

　本年度の選考では、「まちづくり」や「人づくり」に根ざし
たプロジェクトが際立ちました。過疎化に直面する山村に
おいて、若者らの関わりや地域住民同士で絆を育む姿に
は、未来を照らす確かな光を感じることができました。こう
した活動が、次世代へと引き継がれ、今後さらに大きな実
を結ぶことを心より願っております。

委 員
（一社）中部経済連合会常務

小 倉  克 幸 　おぐら　かつゆき

　人口減少に対し、関係人口の創出で地域活性化に邁進
する真摯な取り組みが多く寄せられました。地域の特色を
活かした地道な活動に敬意を表すと共に、その創意工夫が
中部の未来を切り拓く原動力となることを期待します。　

委 員
国土交通省中部地方整備局 企画部長

濱 田 　 禎 　はまだ　ただし

　情報誌の取材を通じて、地域への愛着心を育み、地元に
関わる職につく者を増加させるこのスキームは、人口減少
や働き口の不足といった課題解決に向けた他地域のロー
ルモデルとなりうる活動であり、今後も継続されることを
期待します。

委 員
静岡県立大学教授

大久保 あかね 　おおくぼ　あかね

　最終審査に残った活動は、多種多様で大変個性的なも
のばかりでした。また、プレゼンテーションも素晴らしく、皆
様が誇りと喜びをもって活動している様子が伝わりまし
た。たいへん楽しい審査にかかわることができて、ちょっと
得をした気分です。ありがとうございました。

委 員
名古屋大学大学院教授

小 松 　 尚 　こまつ　ひさし

　中山間地域から沿岸部まで、様々な活動の展開に敬意
を表したい。
　特に、大学や地元の学校との連携は、教育や研究に留まら
ない活動次元に進展、深化していたことが印象深いです。
　各団体の活動のさらなる発展を大いに期待！

委 員
名古屋工業大学教授

増 田  理 子 　ますだ　みちこ

　本年度も地域の活性化を目指す多くの活動の応募があ
り、どれも甲乙付け難い取り組みでした。どの活動も参加
者が長期にわたって活動を継続し、次世代を育成しながら
団体を運営する例が見られ、持続可能性が感じられました。

人口減少・高齢化により消滅に向かう山村を、幸せな暮らしの場として次世代につなぎたい。豊田市内で最も
過疎の進行が著しい世帯数315戸、人口846人の敷島自治区が、10年以上にわたる活動から導いた答えは、縮
小を受け止め、住民同士が支え合い、都市とつながる新たな自治のあり方「関係自治」でした。

2010年、「しきしま♡ときめきプラン」策定を機に始まった定住対策は、10年間で40世帯の移住をもたらし目的が
達成されたかに見えました。しかし、人口の奪い合いは、過疎の解決には無力でした。

2023年４月に、小さな拠点「しきしまの家」をクラウドファンディング、住民のDIYで整備、縮小社会を受け止め、
住民の支え合いと関係人口を自治の主体に加える取組みは、草刈りや高齢者の移動支援など3年で500件の支
え合いを生みました。そして、生産者と消費者がつながる米のCSA（地域支援型農業）「自給家族」は、契約者
が350家族に達し、30tの米の供給、10haの農用地保全につながり、運営財源の基盤にもなっています。また、併
設するレストラン「ふらっとyui」には、年間13,000人の老若男女が集い、「共食」の場として、地域内外をつなぐ新
たなネットワークを生み出しています。
「しきしまの家」のキャッチフレーズは「地域の絆が都市とつながり未来を拓く」、過疎に立ち向かう全国の山村

に希望とエールを送ります。

2023年4月、支え合いの拠点として「しきしまの家」が住民200名を集め
てオープンした。

米のCSA「自給家族」は、23戸の農家と350世帯の消費者がつな
がり10haの農地を守る。

高齢者の移動支援は、2025年12月、公共ライドシェアとして本格
スタートした。

「共食」の場、レストラン「ふらっとyui」には、年間13,000人の老若男女が
集う。

しきしまの家運営協議会
https://shikishima.org/

中日
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小さな拠点
「しきしまの家」から始まる山村の未来
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